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核融合炉において最も重要な課題の1つであ
る高いコアプラズマ性能と低いダイバータ熱

負荷の両立のため、Scrape-Off Layer(SOL)にお
けるプラズマ輸送の解明が必要とされている。

Private Flux Region(PFR)はコアプラズマと直接
接続していないことから、SOL輸送への寄与は
比較的小さいと考えられているが、JT-60Uにお
いてPFR中の粒子束が内側/外側ダイバータ粒
子束の非対称性を増加する結果[1]が報告され
ており、PFRを含めたSOL輸送の理解は、ダイバ
ータ設計において重要である。 
図1にJT-60Uのダイバータ構造および可動静
電プローブの配置を示す。X-pointマッハプロー
ブは外側ダイバータ領域においてダイバータ

レグを横切り、PFRを含めたプラズマ分布の計
測が可能である。 

Pin=4.5MW, Bt=3.1T, Ip=1.6MAの重水素プラズ
マにおいてコアプラズマの線平均電子密度ス

キャンを行った。接触ダイバータプラズマにお

いてX-pointマッハプローブによって計測され
たイオン飽和電流分布を図2に示す。図の横軸
は外側ダイバータのセパラトリクスからプロ

ーブ挿入経路に沿った距離を表しており、右側

がCommon Flux Region(CFR)、左側がPFRである。
トロイダル磁場の向き(正転/逆転)によってイ
オン飽和電流分布が異なっており、逆転磁場で

はCFR側に、正転磁場ではPFR側にピークが存
在した。正転磁場におけるPFR中のイオン飽和
電流ピークはセパラトリクスからPFRへ向かう
磁場を横切る輸送の存在を示唆している。 
コアプラズマの密度スキャンに伴って、イオ

ン飽和電流やプラズマポテンシャル分布ピー

ク位置のCFR側へのシフトが観測された。ダイ
バータ領域のポロイダル電場による磁場を横

切る輸送がPFRへのプラズマ輸送をもたらした
ことが考えられる。 

 
図1. JT-60Uにおけるダイバータ構造および 

可動静電プローブの計測位置[1] 
 

 
図2. X-pointマッハプローブにおいて計測した
𝑛"! = 2.1 × 10"#𝑚$%(𝑛"!/𝑛&' = 0.39	)における正
転磁場および逆転磁場配位でのイオン飽和電

流分布 
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